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づいた自然な 3 次元ディスプレイ、複数開口カメラによる高機能画像情

報取得、傾斜像面共焦点法による光学的三次元計測、レーザースペック
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分の発想と工夫で目的を達成し、そのおかげで社会的な問題を解決して皆に喜んでもらえるか

もしれない、そういう「工学」を学ぶことはとても楽しいことだと思いませんか？	 
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１．研究概要	 

	 研究例として、３次元空中画像の表示技術

について説明します。レンズや凹面鏡等の結

像光学素子を使うと、何もない空中に画像を

映すことができます。そのような光学素子の

一つとして、多数のマイクロミラーの集まり

で光線を制御するミラーアレイ結像素子を

利用した研究をしています。図に示すように、

その光学素子の下側から画像を投影すると

上側の何もない空中に画像が形成されます。

プロジェクタを複数用意し、それぞれ観察角

度の異なる画像を投影すると、形成された画像を観る角度に応じて画像の見え方を変えること

ができ、それによって観察者に立体感を与えることができます。	 

	 

２．高校生向けに提供可能な講演テーマの例（実績も含む）	 

	 「３次元ディスプレイの最新技術」をテーマとして、高校への出張講義を行ったことがあり

ます。他にも「光情報技術の基礎」「デジタルカメラの仕組み」等をテーマとした講演を提供

可能です。	 
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ミラーアレイ結像光学素子による結像作用と空中３

次元ディスプレイ	 


